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す
み
よ
い

環
境
をつ

く
り
ま
し
ょ
う

（
宇
治
市
民
憲
章
か
ら
）

清
掃
懇
か
ス
タ
ー
ト

第
二
清
掃
工
場
建
設
な
ど
討
議

さ
る
十
月
二
十
二
日
、
「
宇
治
市

清
掃
問
題
懇
談
会
」
の
初
会
合
が
開

か
れ
、
三
十
五
人
の
委
員
に
委
嘱
状

が
手
渡
さ
れ
た
あ
と
、
会
長
に
田
村

辰
夫
さ
ん
、
同
代
行
に
山
田
吉
三
さ

ん
、
小
山
一
雄
さ
ん
、
矢
野
三
郎
さ

ん
が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
2
ｉ
Ｓ
！
ｌ
問
題
懇
談
会
は
、
市
民

の
た
め
の
清
掃
行
政
を
樹
立
し
、
清

潔
で
快
適
な
生
活
環
境
を
実
現
し
て

い
く
た
め
に
、
清
掃
問
題
全
股
に
わ

た
っ
て
市
民
の
立
場
か
ら
意
見
を
出

し
て
い
た
だ
き
、
市
長
に
提
言
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の

で
す
。

い
ま
や
、
清
掃
問
題
は
、
令
一
国
各

氾
で
大
き
な
社
会
問
題
、
都
市
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
清
ぶ
で
快
適
な

生
活
環
境
づ
く
り
へ
の
市
民
力
願
い

は
強
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
一
方
で
は
、
人
口
増
大
や
生
活

様
式
の
変
化
に
伴
う
ゴ
ミ
排
出
量
の

増
大
、
さ
ら
に
は
十
年
目
を
迎
え
た

城
1
衛
生
管
理
組
合
。
長
谷
山
消
掃
工

場
の
老
朽
化
が
あ
り
、
市
民
の
要
望

に
応
え
る
た
め
に
も
第
二
清
掃
工
場

の
建
設
は
早
急
に
取
組
ま
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。

こ
り
た
め
、
市
で
は
、
ｍ
二
清
掃

工
匈
の
市
内
建
設
は
市
の
璽
要
行
政

課
題
で
あ
る
と
位
に
づ
け
、
渡
辺
前

市
長
が
昨
年
六
月
に
懇
談
会
設
置
を

捉
ぶ
一
。
広
く
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご

意
見
が
う
か
が
え
る
よ
う
、
自
治
会

・
町
内
会
’
ｍ
団
体
、
知
識
経
験

者
、
そ
れ
に
、
第
二
消
掃
工
場
の
建

設
于
定
ａ
と
し
て
議
穴
・
、
議
決
さ
れ

て
い
る
地
元
の
蓄
・
舷
ゴ
ミ
焼
却
場

建
設
反
対
東
Ｉ
資
巾
瓜
会
議
な
ど
、

各
方
間
か
ら
委
員
を
お
ね
が
い
し
て

ど
ん
ど
ん
ふ
え
つ
づ
け
る
家
庭
ゴ
ミ
（
欠
落
ゴ
ミ
中
断
所
で
）

い
ま
す
。

懇
談
会
で
は
、
ゴ
ミ
や
し
尿
処
理

な
ど
醜
掃
問
題
全
股
に
わ
た
っ
て
提

言
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
当
面
は
焦
眉
の
急
を
要
す
る

第
二
清
掃
工
場
の
建
設
に
つ
い
て
協

議
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
お
り

で
き
れ
ば
来
年
一
冊
ご
ろ
ま
で
に
一

定
の
結
論
を
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

委
員
は
次
の
方
で
す
。

〔
自
治
会
・
町
内
会
〕

梅
原
和
雄
（
志
津
川
区
長
）
照
喜
名

邦
保
（
矢
落
町
内
会
長
）
西
村
健
司

（
六
地
蔵
区
長
）
林
義
男
（
大
和
田

連
合
町
内
会
区
長
）
辻
本
康
（
宇
治

第
一
連
合
町
内
会
長
）
酉
川
益
造
（

開
町
自
治
会
長
）
藤
井
政
信
（
城
南

荘
連
合
自
治
会
長
）
中
村
宇
三
郎
（

府
営
大
久
保
団
地
連
合
自
治
会
長
）

古
島
幸
夫
（
槙
島
町
第
三
連
合
町
内

会
長
）
北
岡
正
夫
（
広
野
連
合
町
内

会
長
）
小
山
一
雄
（
小
倉
町
連
合
町

内
会
長
）
山
田
耕
三
（
酉
小
倉
連
合

町
内
会
副
会
長
）

〔
各
種
団
体
〕
斉
藤
錠
吉
（
宇

治
廃
棄
物
処
理
公
社
理
事
）
山
田
吉

三
（
宇
治
商
工
会
議
所
専
務
理
事
）

槙
嶋
稔
（
宇
治
小
売
市
場
連
合
会
長

）
藤
ぶ
勇
三
（
市
環
境
衛
生
迎
合
会

長
）
川
勝
邦
泰
（
ク
リ
ー
ン
宇
治
運

動
推
進
協
議
会
長
）

〔
労
働
者
代
表
〕
勝
田
亮
一

（
宇
治
久
世
地
区
労
議
長
）
石
田
実

（
甫
山
城
地
区
同
盟
議
長
）

〔
東
宇
治
市
民
会
議
〕
矢
野

三
郎
、
寺
本
喜
″
〈
三
、
宮
林
荘
司
、

前
出
正
長
、
藤
田
実
二
、
松
本
光
生

堀
侑
稔

〔
知
識
経
験
者
〕
田
村
辰
夫

（
大
阪
成
蹊
女
子
短
大
教
授
）
舟
場

正
富
（
広
島
大
助
教
授
）
遠
藤
晃
（

立
命
大
教
授
）

（
敬
称
略
）

秋
の
市
民
文
化
祭

作
品
展
示
や
茶
席
な
ど

市
民
文
化
活
動
を
結
集
し
て
市
民

文
化
祭
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

Λ
展
示
の
部
▽

▽
作
品
展

・
1
1
月
5
日
午
前
1
0
時
～
午
後
5
時

6
日
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

・
市
民
会
館
、
（
た
だ
し
、
水
石
展

は
宇
治
神
社
）

〔
婦
人
代
表
〕
松
本
登
（
市
連
・
書
道
、
写
真
、
俳
句
、
短
歌
、
絵

合
婦
人
会
長
）
足
立
恭
子
（
宇
治
母
画
、
手
芸
、
生
花
、
エ
ス
ペ
ラ
ン

親
連
絡
会
事
務
局
長
）
ト
、
盆
栽
、
水
石
、
工
芸
な
ど
。

〔
市
政
モ
ニ
タ
ー
経
験
者
〕
▽
菊
花
展
＝
1
1
月
1
2
日
ま
で
、
市
民

藤
松
亨
一
（
木
幡
）
森
安
和
子
（
宇
会
館
駐
車
場
の
特
設
花
壇
で
。

治
）
藤
井
俊
夫
（
五
ケ
庄
）
原
徳
二
▽
菊
作
り
一
日
教
室
・
・
・
1
1
月
6
日
午

（
大
久
保
）
後
1
時
半
か
ら
菊
花
展
会
場
で
。

環
境
保
全
審
議
会
も

ま
た
、
十
混
一
十
六
日
に
は
、
「

宇
治
市
環
塊
保
全
審
議
会
」
も
ス
タ

ー
ト
、
会
長
に
大
石
委
員
、
副
会
長

に
瀬
口
委
・
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

こ
の
審
ｉ
Ｓ
会
は
、
宇
治
市
民
が
妃

康
で
文
化
的
な
生
活
を
営
め
る
よ
う

な
環
境
を
守
り
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ

て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
昨
年
七
月

制
定
さ
れ
た
「
宇
治
市
環
填
保
全
Ｍ

本
条
例
」
に
基
つ
い
て
設
け
ら
れ
た

も
の
で
す
。

宇
治
市
は
、
古
く
か
ら
み
ど
り
や

水
、
山
な
み
な
ど
の
豊
か
な
自
然
に

忠
ま
れ
、
そ
心
環
境
を
生
活
に
と
り

い
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
昭
和

三
十
年
代
後
半
か
ら
始
ま
っ
た
人
口

急
珀
と
都
市
化
の
波
は
、
市
民
生
活

の
や
す
ら
ぎ
の
場
を
破
談
。
こ
の
た

め
、
生
活
環
境
を
い
か
に
守
る
か
が

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
審
議
会
を
設
ほ
し

Ｍ
Ｕ
保
全
基
本
条
例
の
趣
旨
に
苔
い

て
、
環
境
を
守
る
た
め
の
各
種
の
条

例
を
整
備
・
制
定
し
て
い
く
こ
と
に

な
っ
た
も
の
で
す
。

市
で
は
、
今
後
、
寄
。
‐
。
｀
会
に
対
し

て
、
環
境
保
全
計
画
の
策
定
ｐ
環
境

Ｍ
準
の
設
定
な
ど
環
境
保
全
に
関
す

る
い
ろ
い
ろ
な
事
項
に
つ
い
て
諮
問

し
、
答
申
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
当
面
は
、
「
あ
き

地
の
雑
草
等
の
除
去
に
関
す
る
条
例

」
や
「
土
地
開
発
規
制
条
例
」
な
ど

こ
れ
ま
で
に
制
定
さ
れ
て
い
る
条
例

の
経
過
や
取
り
組
み
、
現
在
市
が
行

っ
て
い
る
環
境
を
守
る
行
政
の
あ
り

方
な
ど
を
学
習
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
審
議
会
で
は
、
公
害

問
題
に
つ
い
て
も
審
議
さ
れ
ま
す
の

で
こ
れ
ま
で
の
「
宇
治
市
公
害
対
策

ｍ
会
」
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〔
市
議
会
議
員
〕
福
井
光
雄
、
加

藤
吉
辰〔知

識
経
験
者
〕
荻
野
和
彦
、
角

3
．
Ｗ
、
平
岡
正
勝
、
山
本
剛
未
（
い

ず
れ
も
京
都
大
学
）

〔
関
係
団
体
代
表
者
〕
中
村
英
一

（
観
光
協
会
長
）
藤
本
勇
三
（
環
境

衛
生
連
合
会
長
）
林
憲
造
（
農
協
組

合
長
）
渡
辺
照
子
（
消
費
生
活
研
究

会
長
）
大
石
嘉
雄
（
宇
治
久
世
医
師

会
長
）
瀬
口
純
一
（
森
林
組
合
長
）

吉
田
多
鶴
恵
（
新
日
本
婦
人
の
会
会

長
）
山
田
吉
Ξ
（
商
工
会
議
所
専
務

理
事
）
松
本
登
（
豆
陥
人
会
長
）

勝
田
亮
一
（
宇
治
久
世
地
区
労
議
長

）
石
田
実
（
南
山
城
地
区
同
盟
議
長

）
中
川
恵
次
（
文
化
財
愛
護
協
会
常

務
理
事
）
川
勝
邦
泰
（
ク
リ
ー
ン
宇

治
運
動
推
進
協
議
会
長
）

〔
市
民
代
表
者
〕
荒
木
桐
夫
、
小

山
一
雄
、
北
岡
正
夫
、
新
谷
源
太
郎

川
田
平
八
郎
、
西
村
健
司
、
熊
木
治

夫
〔
行
政
機
関
〕
池
田
昭
典
（
府
宇

沿
事
務
所
長
）
山
田
雄
紋
（
府
宇
治

土
木
工
営
所
長
）
岸
田
英
夫
（
宇
治

保
健
所
長
）
山
元
慶
太
郎
（
宇
治
警

察
芭
長
）
元
広
和
亨
（
助
役
）
依
田

孝
一
（
教
育
長
）
〔
敬
称
略
〕

Λ
茶
席
の
部
▽

・
抹
茶
席
・
・
・
1
1
月
5
日

・
煎
茶
席
・
・
・
1
1
月
6
日

｝

労
働セ

ツ
ル

・
野
点
席
・
＝
1
1
月
3
日
宇
治
神
社

い
ず
れ
も
茶
券
は
二
百
円
で
す
。

〈
公
演
の
部
Ｖ

▽
謡
・
仕
舞
大
会

1
1
月
3
日
午
前
1
0
時
か
ら
宇
治
神

社
で
。
入
場
料
は
無
料
で
す
。
。

▽
三
曲
演
奏
会

1
1
月
2
0
日
、
市
民
会
館
で
。

Λ
文
化
財
無
料
拝
観
▽

寺
院
の
ご
好
意
で
、
平
等
院
（
庭

園
の
み
）
、
黄
栗
山
万
福
寺
、
宝
蔵

第25回
宇治市民文化祭

無料拝観券

とき11月5日・6日

第25回
宇治市民文化祭

無料拝観券

とき11月5日・6日

第25回
宇治市民文化祭

無料拝観券

とき11月5日・6日

院
を
無
料
で
拝
観
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
左
の
券
を
切
り
と
っ
て

持
参
く
だ
さ
い
。
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三の間
宇
治
川
は
流
れ

る
。
千
年
の
宇
治

の
歴
史
を
写
し
て

は
消
し
、
消
し
て

は
写
し
、
す
ば
ら

し
い
宇
治
の
町
と

と
も
に
生
き
つ
づ

け
る
宇
治
川
。
そ
の
宇
治
川
の
畔
に

秋
が
訪
れ
た
。
春
に
花
を
咲
か
せ
、

初
夏
に
若
葉
を
萌
え
さ
せ
た
川
辺
の

木
々
も
今
は
も
う
一
ひ
ら
ひ
と
ひ
ら

の
枯
葉
と
な
り
、
川
の
流
れ
に
消
え

去
っ
て
行
ぐ
▼
「
生
あ
る
も
の
は
い

つ
の
日
か
滅
す
る
」
。
そ
れ
は
あ
ま

り
に
も
判
り
き
っ
た
自
然
の
理
で
あ

る
。
し
か
し
、
人
間
の
生
命
の
は
か

な
さ
は
な
ん
と
悲
し
い
も
の
で
あ
ろ

う
か
。
昨
年
の
十
一
月
七
日
渡
辺
市

長
が
亡
く
な
ら
れ
た
と
の
知
ら
せ
が

宇
治
市
中
を
悲
し
み
に
包
ん
だ
▼
あ

の
悲
し
い
日
か
ら
、
も
う
一
年
が
過

ぎ
去
っ
た
。
生
加
の
あ
の
頑
健
な
渡

辺
市
長
が
宇
治
川
の
畔
に
立
ち
、
あ

る
い
は
宇
治
橋
を
渡
り
な
が
ら
芙
し

Ｑソ16〃Ｊｓｋｌｌｊｌ6／≒Ｑ。ノみ刀ｖ’ＪＭＩ」ゝノりａ・卜｀一啄り沁訊”ｒｔｆ§ＣＯｉＷ当兆翌回見回応配押－ｒ肘胎お雛
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と
も
に
謹
し
ん
で
Ｕ
ｉ
：
？
福
を
お
祈
り

い
た
し
た
い
。

宇
治
市
長
ら
島
田
正
夫

西友国道＾タ号線
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高
額
療
養
費
貸
付
制
度

1
1
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

昭
和
5
2
年
1
1
月
1
日
か
ら
高
額
療

養
質
の
つ
な
ぎ
資
金
と
し
て
医
療
≫

資
：
≪
＊
賃
付
け
Ｋ
3
1
Ｗ
が
ス
タ
Ｌ
ト

し
ま
す
。

近
年
の
医
療
費
の
高
騰
に
よ
り
、

突
然
の
事
故
、
疾
病
ま
た
は
長
期
療

養
な
ど
で
高
額
な
医
療
費
を
負
担
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
高
額
医

療
費
の
患
者
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

に
、
高
額
療
養
費
支
給
制
度
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
制
度
で
は
、

診
療
を
受
け
た
日
か
ら
数
力
月
後
に

高
額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
る
た
め
、

一
時
的
に
高
額
な
医
療
費
を
墨
器

身
が
立
て
替
え
負
担
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
高
額
の
医
療
費
が
か
か

っ
た
人
で
、
医
療
機
関
等
へ
の
医
療

費
の
支
払
い
が
困
難
で
あ
る
世
帯
に

対
し
、
保
険
者
側
か
ら
高
額
療
養
費

の
払
い
戻
し
が
あ
る
ま
で
の
間
、
そ

の
つ
な
ぎ
資
金
と
し
て
医
療
費
資
金

を
貸
付
け
る
制
度
を
実
施
す
る
こ
と

に
な
っ
た
も
の
で
す
。
高
額
療
養
費

つ
な
ぎ
資
金
貸
付
制
度
の
あ
ら
ま
し

は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
賃
付
を
受
け
ら
れ
る
人

宇
治
市
内
に
居
住
（
住
民
基
杢
口

帳
・
外
国
人
登
録
原
票
に
登
録
さ
れ

て
い
る
こ
と
）
し
、
保
険
の
被
保
険

者
で
、
高
額
療
養
費
の
支
払
い
が
困

難
な
、
市
民
税
所
得
割
額
が
非
課
税

世
帯
の
世
帯
主
に
お
貸
し
し
ま
す
。

○
賃
付
額
お
よ
び
利
子

高
額
療
養
費
の
8
0
％
以
内
の
額
で

最
高
3
0
万
円
ま
で
で
す
。
た
だ
し
、

高
額
療
養
費
の
額
が
1
万
円
未
満
の

と
き
は
貸
付
け
い
た
し
ま
せ
ん
。
賃

付
金
は
無
利
子
で
す
。

○
返
済
方
法

賃
付
命
一
の
返
済
は
一
時
返
済
で
、

そ
の
方
法
は
、
保
険
者
側
か
ら
被
保

険
者
な
ど
に
支
給
さ
れ
る
高
額
療
養

費
を
社
会
福
祉
協
議
会
が
代
っ
て
受

領
し
、
返
済
金
に
充
て
ま
す
。

○
借
入
手
ａ

借
入
れ
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
借

入
申
込
書
に
次
の
書
類
を
添
え
て
宇

治
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
医
療
機
関
の
発
行
す
る
保
険
診
療

分
の
請
求
香

▽
被
保
険
者
証
又
は
組
合
員
証

▽
そ
の
他
賃
付
け
に
必
要
な
書
類

く
わ
し
ぐ
は
、
宇
治
市
社
会
福
祉

協
頴
会
（
電
話
⑩
Ｌ
6
6
5
0
番
）

ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

（
社
会
福
祉
協
議
会
）

■
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト

初
等
講
習
会

■
映
画
の
つ
ど
い

■
茶
香
服
教
室

■
婦
人
学
習
会

ら
9
時
ま
で
、
「
反
抗
期
の
子
ど
も

」
を
テ
ー
マ
に
、
小
震
公
民
館
で
開

き
ま
す
。
講
師
は
笠
取
小
学
校
教
頭

の
村
上
平
明
さ
ん
。

受
講
希
望
者
は
当
日
、
直
接
、
会

場
へ
。

■
高
齢
者
教
室

平
等
院
の
国
人
集
会

服
用
さ
せ
ま
し
ょ
う

ポ
リ
オ
生

ワ
ク
チ
ン

宇
治
市

史
の
窓

▽
お
ね
が
い

ポリオ生ワクチン服用の日程

西大久保集会所

神明公民館
紫ヶ丘公民館

11は色丿扁．Ｓ諸

身
障
者
・
精
薄
者
の

相
談
員
き
ま
る

ｓ
和
5
2
年
度
身
体
障
害
者
と
精
神
・
黒
木
ｕ
雄

溥
弱
者
相
談
員
は
次
の
人
に
決
ま
り

ま
し
た
。
悩
み
や
困
り
こ
と
は
お
気

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
身
体
障
害
者
相
談
員

（
肢
体
）

・
藤
林
博
窟

木
幡
国
語
Ｌ
3

0
3
6
8
3
番

木
幡
御
園
2
0
‐
・
・
Ⅲ

ｃ
8
3
5
6
番

（
ろ
う
あ
）

・
川
分
進
二

秋
の
防
犯
運
動

・
発
熱
や
下
痢
を
し
て
い
た
り
、
種

痙
や
は
し
か
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
な
ど
の
予

防
接
種
を
し
て
1
ヵ
月
以
内
、
ま

た
は
三
租
混
合
の
予
防
接
種
を
し

て
Ｉ
週
間
以
内
の
そ
2
ほ
服
用

で
き
ま
せ
ん
。
な
お
、
ポ
リ
オ
を

朋
荊
し
て
か
ら
1
ヵ
月
以
内
は
、

三
種
混
合
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

・
体
温
は
会
場
へ
来
る
前
に
必
ず
測

っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

・
服
用
の
3
0
分
前
か
ら
は
何
も
食
べ

さ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
母
子
手
帳
と
鉛
筆
、
ハ
ン
カ
ｉ
Ｋ
≪

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

○
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
2
時
か
ら

3
時
半
ま
で
で
す
。
た
だ
し
、
東

目
川
公
民
館
は
3
時
ま
で
、
笠
取

第
二
小
は
午
後
1
時
半
か
ら
2
時

ま
で
、
笠
取
小
は
午
後
2
時
半
か

ら
3
時
半
ま
で
で
す
。

（
保
億
衛
生
課
）

Ａ
Ｂ
館
園
館
所
堂
館
館
館

所
所
民
稚
会
会
民
民
民

会
会
公
幼
民
集
公

集
集
公
公
公
川
治
幡
田

4
ｉ
ｎ
4
［
ｎ

目
宇

公

木
椋
道
勢
野

民

西
西
東
東
開
北
旦
菟
伊
広
市

1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
2
1
2
2
2
4
2
5
2
8

宇
治
若
≪
3
5
‐
1

0
2
2
3
2
番

五
ヶ
庄
三
番
割

市
営
住
宅
8
0
号

・
水
顕
富
彦
小
倉
町
場
池
3
9
1

2
2
0

（
盲
人
）

・
柳
原
竹
盛

宇
治
里
尻
3
1
‐
1

0
7
0
7
4
番

▽
精
神
溥
壁
箱
談
員

・
浅
井
熊
澄
宇
治
野
神
5
0
‐
－
‐
一

〇
ａ
4
8
4
番

・
大
北
幸
平
菟
逍
出
口
4
0
‐
・
5
1

0
2
3
0
ｒ
－
ｒ
番

・
山
ぶ
桂
小
倉
町
爾
届
6
6
1

。
2
1
0
6
6
3
9
番

・
白
波
頷
和
子
神
明
宮
北
8
6
－
2

0
4
5
7
9
番

な
お
、
毎
月
第
三
水
腫
日
に
市
民

会
館
で
、
午
後
1
時
か
ら
4
時
ま

で
糟
神
溥
9
者
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。

（
福
祉
課
）

11月1日～11月3日特価セール暖房器具
家庭金物

■ｍ合金物■’

建築金物，機械工具，日曜大工道具，水道・ガス配管材料

国鉄宇治駅前ＴＥＬ（22）2131

（油勘グループ）マルカン金物㈱

各種石油ストーブＬは湘

家庭無Ｉ品入呻甲

ヨド物置

■
公
民
分
館
の

文
化
祭

▽
東
目
川
分
館
・
・
・
1
1
月
5
日
・
6
日
・
奥
島
誠
次

▽
西
目
川
分
館
・
：
1
1
月
1
日
ｙ
3
日
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検察審査会

不
起
訴
に
光
る

正
し
い
審
査
の
目

「
交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な

ど
犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
た
の
に
、
検

察
官
が
犯
人
を
裁
判
に
か
け
て
く
れ

な
い
」
「
選
挙
違
反
や
Ｅ
ｌ
ｌ
な
5
ｊ
ｉ
Ｈ

会
の
耳
目
を
ひ
い
た
重
大
な
事
件
を

検
察
官
が
起
訴
し
な
か
っ
た
の
は
ど

自
転
車
の

一
斉
防
犯
登
録

市役所玄関に設置された市章

う
も
納
得
出
来
な
い
」
－
こ
ん
な

不
同
の
あ
る
人
の
た
め
に
検
察
審
査

会
が
あ
り
ま
す
。

‐
検
察
ｗ
ｍ
と
は
Ｉ

選
苧
〈
名
溥
を
も
と
に
広
く
国
民

の
中
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ
た
1
1
人
の

登
録
を
つ
ぎ
の
場
所
で
行
い
ま
す
。

ま
だ
、
登
録
さ
れ
て
い
な
け
人
は
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
登
録
料
は
五

百
円
で
す
。

▽
万
福
寺
山
門
前

▽
田
中
診
療
所
横

｝

▽
小
倉
駅
前

菜
自
4

1

（
午
前
1
0
時
～

正
午
）

（
午
後
1
時
～
3
時
）

検
察
審
査
員
が
、
い
わ
ぱ
一
般
国
民

を
代
表
し
て
、
検
察
官
が
事
件
を
起

訴
し
な
か
っ
た
こ
と
（
不
起
訴
処
分

）
の
よ
し
’
の
し
を
審
査
す
る
の
を
主

な
仕
事
と
し
て
い
ま
す
。

Ｉ
検
察
審
査
員
は
ど
の
よ
う
な
方
法

で
選
ば
れ
る
か
Ｉ

ま
ず
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会

が
、
衆
議
院
議
員
の
選
挙
に
用
い
ら

れ
る
選
挙
人
名
簿
を
基
に
く
じ
で
候

補
者
を
選
び
ま
す
（
宇
治
市
選
挙
管

理
委
員
会
で
は
こ
の
く
じ
を
1
1
月
1

日
に
行
い
ま
す
）
。
そ
の
中
か
ら
、

検
察
審
査
会
事
晋
局
長
が
再
び
く
じ

で
検
察
審
査
員
を
決
め
ま
す
。

な
お
、
こ
の
制
皮
に
つ
い
て
詳
し

く
お
知
り
に
な
り
た
い
人
は
、
検
察

審
査
会
事
務
局
か
、
選
挙
管
理
委
員

会
に
お
た
づ
ね
く
だ
さ
い
。

（
選
挙
管
理
委
員
会
）

1
一
Ｉ
Ｉ
Ｆ
■
―
―

■
ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ぱ

■
第
7
回
オ
リ
エ
ン

テ
ー
リ
ン
グ
大
会

自動車文庫（11月分）

地区駐車時間日

‐
‐
町
―
／
’
／

津
星

白
志
明

轜
順

1
1
1

4
0 配

乱
琵

詰

申
し
込
み
は
、
官
製
の
往
復
ハ
ガ

キ
に
希
望
す
る
組
・
参
加
者
全
員
の

氏
名
・
年
齢
・
性
別
と
代
表
者
の
住

所
・
電
話
番
号
を
記
入
し
て
、
1
1
月

1
2
日
ま
で
に
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
ま
で
。

倉小倉幼稚園横広場
山ユニチカ社宅横

雀00～10．50
00～14．40

ケ丘紫ケ丘公民館前
田遊田三角公園ヶ原緑ヶ原児童公園

紫
遊
緑

10．00～10．50
11．10～12．00
14．00～14．50

皆

一閃

開公民館前
伊勢田神社境内

大久保
西大久保

平盛一

開
伊勢田

10．00～10．50
11．10～11，50
14．00～14．50

野
開
明

広
大
神

11日10．00～10．50
（金）11．10～12．00

16日10．00～10．50
（水）11．10～11．50

な
お
、
返
偏
ｍ
に
も
代
表
者
の
住

所
、
氏
名
を
忘
れ
ず
に
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。
電
話
で
の
申
し
込
み
は
受

け
付
け
ま
せ
ん
。

（
社
会
教
育
課
）

税
金
な
ん
で
も
相
談

1
1
月
1
1
日
か
ら
1
7
日
ま
で
は
「
み

ん
な
で
税
を
知
る
週
間
」
で
す
。

土
地
や
建
物
の
売
買
、
贈
与
な
ど

に
つ
い
て
知
っ
て
お
き
た
い
節
税
の

知
識
、
ま
た
、
国
税
や
事
業
税
、
住

民
税
に
つ
い
て
の
な
や
み
ご
と
な
ど

を
と
く
名
で
相
談
で
き
ま
す
。
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
は
、
1
1
月
1
4
日
と
1
5
日
の
午

前
9
時
3
0
分
か
ら
午
後
4
時
ま
で
で

14．00～14．50

ユニチ
一丁目

神
町陵

野
南

六地蔵

17日10．00～10．40
（木）11．00～11．50

22日9．50～10．40
（火）

10．50～11．30
14．00～14．50

場
所
は
宇
治
市
役
所
三
階
委
員
会
室

で
す
。
（
市
民
税
課
）

■
人
権
相
談
の
会
場
変
更

■
法
律
相
談
の
会
場
変
更

年
金
相
談
を
開
設

「
老
後
に
ど
ん
な
年
金
が
も
ら
え

ま
す
か
」
「
ど
ん
な
と
き
に
ど
ん
な

年
令
一
が
も
ら
え
ま
す
か
」
な
ど
、
年

金
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
に
お
答
え
す

る
「
年
金
相
談
」
が
開
か
れ
ま
す
。

・
1
1
月
9
日
（
水
）

午
前
1
0
時
～
1
2
時
大
和
田
公
会
堂
一

午
後
1
時
ｖ
～
ｃ
ｏ
時
開
公
民
餌

・
1
1
月
1
0
日
（
木
）

午
前
ｏ
時
ｓ
1
2
時
西
小
倉
集
命
飢

午
後
1
時
－
ｃ
ｏ
時
且
椋
公
会
堂

・
1
1
月
1
1
日
（
金
）

午
前
狛
一
時
～
1
2
時
六
地
蔵
公
会
富

午
後
1
時
ｙ
3
時
市
民
会
館

（
1
1
月
9
日
は
京
都
ｗ
ｍ
保
険

事
務
所
の
職
員
が
厚
生
年
金
に
つ

い
て
の
相
談
も
行
い
ま
す
）

ま
た
、
次
の
よ
う
な
加
入
届
や
、

未
納
保
険
科
の
受
け
付
け
も
し
ま
す

の
で
、
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
し
て

い
な
い
人
＝
二
十
歳
か
ら
五
十
九

歳
ま
で
の
方
で
、
職
場
の
堕
罰

度
に
加
入
し
て
い
な
い
方
は
強
制

加
入
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
サ
ラ

ジ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
も
希
里
す
れ

ぱ
加
入
で
き
ま
す
。

・
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
が
未

納
期
間
の
あ
る
人
‐
決
め
ら
れ
た

期
間
、
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば

将
来
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
。
納
め
忘
れ
の
あ
る
万
は
こ

の
機
会
に
納
付
し
、
年
金
を
受
け

る
資
格
を
と
っ
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
な
お
、
現
在
5
0
年
Ｍ
分
以
後

の
保
険
料
が
納
付
で
き
ま
す
。

（
保
険
年
金
課
）

25日10．00～10．50黄業平野町児童公園
（金）11．10～12．00福角福角公園前

29日10．00～10．50南山沢井食料品店横広
（火）11．10～11．50広岡谷小笠原氏三重ノ塔前

14．00～14．50御蔵山御蔵山小学校

●・市史を学ぶ会・・・11月14日と28日の午後1時半から

市民会館図書室で。はじめての人も参加できま

す。気軽にお越しください。

■
犬
の
巡
回
引
き
取
り

フ
ー
ド
ウ
ィ
ー
ク

食
品
を
安

値
で
奉
仕

’11月

ｔｉの⇒Ｓの

顧万作宇治市小売市場連合会の…

後援

宇治市・

新
栄
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ

小
倉
駅
前
デ
パ
ー
ト

小
倉
駅
前
セ
ン
タ
ー

黄
葉
新
生
市
場

大
阪
屋
マ
ー
ケ
ッ
ト

大
久
保
一
〇
〇
番
街

宇
治
新
生
市
場

宇
治
シ
ョ
ッ
プ
セ
ン
タ
ー

伊
勢
田
セ
ン
タ
ー

545

糸
井
夕
貴
ち
ゃ
ん
（
一
歳
）

ｌ
明
星
町
二
丁
目
一
〇
－
八

健康を

守るために

30～

14．0

52．6．9～52．8．11旦伍

52．6．23～52，8．17日生
3・4ヵ月児教室

9。30～

母
子
手
帳
を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

6ヵ月児～満ｉヵ月乳児億康相談

51年11月生

1歳児～Ｚ歳児

1働セツノレメンｌ

市民会館3階

市民会館3階11．15

1歳児健康診査

幼児相談

49年11月生宇治保健所3歳児健康診査

妊婦

編

一

編

前

一

後

ント
階）

メ
ー

2

－

9

11．

母親敦宣

9。30～
希望者血圧相談

相談コーナー
11，9 市‘役所保健衛生課

希望者
9．30～
11．ａ〕

30

献血デー

11．10
日本産業機械

血液か不足しています。

みなさんのご協力をお願

いします。

10．00～
12．00

粟村金属工業 13．30～15．30

Ｊ 宇治保健所
10．00～
12．00

13．30～15．30

そよかぜ号巡回日程

お
知
ら
せ
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3
0
水
一
ｊ
・

■
こ
の
ほ
か
、
市
政
相
談
と
消
費
苦
情
相
談
は
市
役
所
で
、
教
育
相

談
は
教
育
委
員
会
で
。
日
曜
日
を
除
く
毎
日
受
付
。

家
庭
児
童
相
談
は
月
～
金
曜
日
の
1
0
時
～
1
6
時
、
宇
治
福
祉
園
内

で
、
ま
た
高
齢
者
職
業
相
談
は
毎
週
火
・
木
曜
日
の
1
0
時
～
1
6
時

宇
治
橋
通
り
分
庁
舎
内
で
行
い
ま
す
。

Λ
相
談
メ
モ
▽

一
人
権
相
談
ま
わ
り
の
人
間
関
係
の
な
か
で
人
権
が
無
視
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
か
・
両
性
の
平
等
や
児
童
の
権
利
、
そ
の
ほ
か
憲
法
ｐ

保
障
す
る
基
本
的
人
権
は
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
す
。
人

権
問
題
で
悩
み
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
人
権
擁
護
委
員
か
秘
密
厳
守

で
相
談
に
の
り
ま
す
。

2
9
火
一
心
配
ご

と
相
談

（
社
会
福
祉
協
議
会
内
1
3
時
～
1
5
時
）

ｌ
ｊ
－
－
・

2
8
月

2
7
日

2
6
土

2
5
金

移
動
市
民
相
談
（
菟
道
公
民
館
1
0
時
～
1
5
時
）

結
婚
相
談
（
川
東
公
民
館
1
3
時
～
1
5
時
）

2
4
木

1 9
土

―
・
－
一
－
－

2 0
日

‐
’
。
―
Ｉ
Ｉ
Ｉ
！

2 1
月

‐
＝
・
―
‐
1

2 2
火

12 3
祝

結
婚
相
談
（
川
東
公
民
館
1
3
時
？
1
5
時
）

1
8
金

1
7
木

1
6
水

1
5
火

心
配
ご
と
相
談
（
社
会
福
祉
協
議
会
内
1
3
時
～
1
5
時
）

１精
神
薄
弱
者
相
談
（
市
民
会
館
1
3
時
Å

1
4
月

1
3
日

1
2
土

結
婚
相
談
（
川
東
公
民
館
1
3
時
～
1
5
時
）

1
1
金

1
0
木

９
水

家
庭
問
題
相
談
（
川
東
公
民
館
1
0
時
？
1
6
時
）

法
律
相
談
（
市
民
会
館
1
3
時
？
1
5
時
）

８
火
７
月

６
日 ５
土

結
婚
相
談
（
川
東
公
民
館
1
3
時
～
1
5
時
）

１
火

－２
水

－３
祝

－４
金

人
権
相
談
（
市
民
会
館
1
0
時
～
1
5
時
）

心
配
ご
と
相
談
（
社
会
福
祉
協
議
会
内
1
3
時
～
1
5
時
）

1
1
月
の
相
談
カ
レ
ン
ダ
ー

１
Ｃ
s
l

_
;
５
!

１
・

３

４

５

７
一
８

宇
治
市
民
憲
章
か

ら

参
作四宍り宍山い善作1

9 ゴ孤
ｙ
池
宅
一

翫
・

い
づ

諮塾
’
社

高誼
゛
チ

畳縁

型
い
二
款
ヅ

北
町
恥
鳳
し
'
Ｓ
・

‰
Ｊ
謳
惣
・
Ｊ
・

撫
四
獅
呈
Ｊ
－
一

若
鉄
幡
チ
ー
福
く
ロ
一
㈲
陵

昌
ゴ
難
濃
一
１

中
倉
り
中
ａ
筋
丿
落
明
り

匹

八

赫

鍵
Ｊ
ｊ

い
大
畿
四
回
雷
雲

毛
国
３
ノ
槙
治
開
”

Ｅ
保
゜
’
国

蕊
鰐
雁
首
器
孤

門
司
竺
晨

一
彩
混
昌
詔

2
2
2
1
方
2
4
2
5

呪
南
登
乱
濤陣

砿
Ｉ
北
御
尾
り

飢
桧
丘

酷
旨山
″

囃
む
御
乱
山
ご
繁
々赤
音

哺
’
観

想
器

軋
筋
垣
宇
’
。
の
域
ト
。
割

“
」
晶
ゴ
乱

証
玲
聳

二
元
禦
ヨ
ド

ふ
昌
昭
Ｆ
窃
璃
詔
Ｊ
Ｉ
Ｊ

吼
五
お
’
束
妙
仝
で
”
筋
晒
林
京

大
池
浦
ロ
：
Ｋ
ｍ
椋
田
道
庄
大
’

蔀
λ
西
出
振
番
測
″
且
成
国
ヶ
’
野

心
凹
器
％
Ｊ
諮
≒
諭
Ｊ
濤

木
’
以
車
田
尻
λ
卵
田
荒
以
切
３
芝
西

＆
’
端
戮
’
山
里
域
’
｀
’
の
口
全
東
’
以

中
哨
南
京
山
’
の
仝
珈
山
中
田
ぐ
‘
ノ
谷
阪

゛
づ
え
ば
皿
娑
お
謔
賜
陽
Ｊ

嘸
屋
勁
昌
皿
言
仕
弓
昌
詔

町
ぐ
蔵
’
の
ｃ
宇
’
戸
保
以
中
田
で
け
’
筋

野
町
弛
中
東
道
λ
字
井
久
鉄
’
勢
ま
道

広
開
六
東
以
菟
内
文
金
大
近
田
伊
口
府

2
9
3
0
1
2
‘

つ

9
1
0

に

1
4
1
5

1
6
一
1
7

８１

一
谷
寺
’

竺

応

ゴ
作

難T
£
2
鉄

大
ｔ
円
国
上

゛
ヽ
の

央
蓮
’
り
西

中
’
り
は
以

ａ
通
や
’

あ
｀
殼
四

大
ｊ
’
月
”

田
池
’
ａ
竹

際
砂
堀
ｍ
神
大

山
゛
’
田
５
。
・
’
３

’
田
池
遊
丘
保
口

和
遊
堀
南
ゝ
ヶ
久
の

浦
ぐ
南
ぐ
１
開
ぐ
南

ぐ
町
ぐ
町
ぐ
’
町
’

町
田
町
田
町
山
保
山

倉
勢
倉
勢
野
里
久
ノ

小
伊
小
伊
広
一
大
北

一

一

道菟参庄ヶ五１

し尿収集

日程の一部変更

は
う
く

合
の
絡

場
認
連

た
確
ご

っ
ら
に

な
か
中

に
ル
日

れ
1
3
0

も
ホ
ゝ
い

み
ン
２
さ

く
マ
え
だ

｀山

城南衛生管理組合

台
む

一
一

ヽ

央
含
部
ト

ー

一

ウ

荒
谷
ご

’
λ
京
丿
原
前
ほ
安

部
り
西
大
丿
河
吹
池
山
・

一
以
’
１
大
’
蓮
南
田

域
谷
一
道
９
近
’
坪
’
山
’
砂

地
大
３
国
？
ｓ
部
の
３
蔭
酌
’

一
］
配
率
欝
胞

’
認
田
ｌ

″

羽
ノ
合
西
＆
田
北
貰
道
一
遊
３
鉄
’

・
井
λ
９
楽
’
幡
Ｈ
王
南
？
＾
Ｌ
ｂ
ｒ
'
＼

泊
’
降
8
4
神
下
’
山
天
混
羽
子
一

宇
地
’
以
’
防
口
西
’
洗
Ｚ
Ａ
Ｊ

゜
団
川
り
１
部
堤
９
°
堀
ぐ
測
田

皿
一
一
岫

島
Ｄ
目
通
1
1
一
淫
侃

‘
一
”

池
３
ｒ
ｆ
-
Ｈ
Ｓ
.

槙
谷
ｃ
西
の
｀
浦
白
畑
王
堀
皿
和
畑
毛
語

・
大
Ｂ
’
Q
0
0
西
半

丿
一
＼

.
中
天
南
ぐ
伏
西
’
毛

田
’
Ａ
川
合
Ｏ
Ｊ
.
．
.
木
”
一
’
池
池
’
荒
’

山
山
目
落
浦
浦
際
山
内
浦
堀
堀
畑
の
林

伊
中
北
南
山

Ｊ

■
ｆ
- Ｑ

東
寺
西
南
南
中
中
若

隻

Ｊ
Ｊ
Ｈ

♂
『

作

づ
７
『

ユ

ａ
ａ
づ
訃
2
1

内案ごへ場現築建たし用利を資融庫公
蹴偕造傘万ｔホけ双宅1

1

一ｆ

昌
匹
ａ

心
昌
昭

-
≫
.
M
Ｌ
Ｕ
･
＊
"
'

匹
１

は

昌
｀
こ

2 4

大

場
合
７

譲

四
こ

●
● ｀

社
・

認
晋
’
式
一

一
作

Ｅ
島
作

″
Ｅ
ｆ
田
本

尋

ｄ

ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

■

■

―

Ｉ

o

ｚ
Ｕ
一
．
一

１

｝
両

報

‥
一＞

Ｊ

継

一

三
｛
９

三
翠希

‥
ご
宍

｝
・
牝

ｔ
コ
‘
Ｅ
Ｓ

蕪
コ

町
J
1
1
1
1
’
Ｊ
開

言
］
昆

一
戸
ご
霞

脳阿
％
朧
魁
縫
鰻
で
市

感心
翁
紅
頌
贈
丿

談

釜

９ ９ １

蕪
註

ス
ゾ
ヤ

もえないゴミ収集日

程表

し尿収集日程表
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－
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―
・
！
ｉ
―
ｉ
―
Ｉ
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
－
－

ｌ

ｌ

ｌ

－

－

＝

・

‐

・

‐

‐

‐

・

－

－

・

―

‐

－
－

－－
Ｉ
－－

社会式株業産島田一
－
一一一す指目をりくづいま住いる明

’

一

一
一
一
‘
一
一
一
一
一
一
“
．
．
！

す
み
よ
い
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
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市役所清掃課
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